
１３５１ （白蓮教徒の乱）大農民反乱 ５ 明 ∑ 清
１３６８
首都 ①太祖 洪武帝（１３６８〜９８）

１３６８ が （ ）を都に建国 君主独裁体制の強化 《農民統治》

１３６８ 大都を陥落させ， 元を滅ぼす ・ 北元 【官制】 を廃し， を皇帝直属 【土地台帳】

に都した初めての統一王朝 【法典】「明律」「明令」の制定 【戸籍・租税台帳】

漢民族王朝の復興 【兵制】 【村落の行政】 制

・戸籍の再編成 軍戸，民戸 【民衆教化】 の制定

・一世一元の制をはじめる

③成祖 永楽帝 （１４０２〜２４）

首都 １３９９〜１４０２ で建文帝にかわり帝位につく 《大編纂事業》

首都を に移す モンゴル高原へ親征 「 」

盛期 を官学化 外征 宦官 の南海遠征 「 」

をおく（皇帝補佐） アフリカ東岸まで到達 「 」

１５世紀後半 部が強大化し侵入 《社会》 制（前代に続き）

王 による統一 城居地主（不在地主）の発達

北虜南倭 １４４９ で正統帝（英宗）が囚われる 佃戸の 運動の高揚

明 ・ の修築（現存）

衰退 １６世紀 部強勢となる 東南アジアへ移住した

に率いられ侵入 《経済》

〔沿岸部〕 の襲撃 海禁政策をとる ポルトガル人の来航 『 稔れば， 天下足る』中流

１５１７ に初めて来航 長江下流に手工業発達（末期）

神宗 万暦帝 （１５７２〜１６２０） １５５２ フランシスコ＝ ザヴィエル 銀，日本銀の流入

内閣大学士の の改革 広東で客死 全国的展開 商人

【税制改革】１５７８ の制定★特色 １５５７ を根拠地に定める 商人 安徽省

１５９２，１５９７ 秀吉の朝鮮侵入 １５８１ 宣教師 来る 同郷， 同業者の ，

衰退

・党争の激化 （顧憲成）と非東林党

１６３１ の乱 大農民反乱 １６１６①ヌルハチ １６１６ 族（満州民族）を統一し を建国

〜４４ 首都の北京をおとし明は滅亡 〜２６ ・ の兵制を始める

１６４４ １６１９ サルホの戦いで明軍を破る

１６４４ １６３６ 国号を とする

③世祖 順治帝 （１６４３〜１６６１） ②太宗ホンタイジ ・内モンゴル（チャハル部）， 李氏朝鮮を服属させる

１６４４ 明将の呉三桂の力をかりて に入り中国統治始める

【官制】 六部は皇帝直属，内閣大学士が補佐

清の全盛 ３代１３０余年 征服王朝 軍事，行政の最高機関

④康煕帝 １６６１ 全国の統一完成 藩部の統治

１６６１ １６６１〜８３ の反乱を鎮圧（台湾） 《対外関係》 【兵制】 主力軍 旗人に旗地を支給

〜１７２２ １６７３〜８１ 鎮圧 １６８９ 条約 満州八旗，蒙古八旗，漢人八旗

清 １６９６ 外モンゴル平定し領有 漢人の軍で八旗を補う

１７１１ 盛世滋生人丁 １７０４〜 おこる★背景 【村落】 制

１７２０ チベットを領有 【税制】 ★特色

⑤雍正帝 １７３２ の設置

首都 １７２２ １７２３〜３５ 税制 施行 １７２３ キリスト教布教の禁止 懐柔策〕 重要官職の

〜３５ 太子密建制 １７２７ 条約（モンゴル国境） 科挙の踏襲

恩威政策 藩部統治にラマ教の利用

⑥乾隆帝 ・ 藩部統治の 整備 １７５８ 部平定（新疆地区まで） 国家的大編纂事業

１７３５ １７５７ 貿易を広東一港に限定 １７５９ 東トルキスタン（回部）平定 威圧策〕 １６４５ の強制

〜９５ １７９３ 英使節マカートニー来る ①直轄領 ， ， や禁書令

領土は最大領域 ②藩部

③属国（清は宗主国） 《社会・経済》 明代とほぼ同じ

１７９６ 衰退 １７９６〜１８０５

〔以後は『３０． 列強による中国侵略と民族運動』へ〕

（１９１２ 辛亥革命の後に滅亡 ）

１９１２


